
 

はじめての 

  「世界津波の日」 

 

 「世界津波の日」が昨年１２月国連総会で制

定されました。１１月５日、その「世界津波の

日」を初めて迎えました。 

 広川町では、例年通り「津浪祭」が執り行わ

れましたが、今年は第１１４回目でした。今年

は特に第１回目の世界津波の日ということで、

国連訓練調査研究所(ＵＮＩＴＡＲ)の女性リ

ーダー、１４カ国２５名も参列されました。 

 この女性リーダーは、この後なかよしこども

園のこどもたちと避難訓練、稲むらの火の館見

学、町関係者との懇談会を行いました。 

 この日、ＪＲは八幡踏み切りで電車を停めて、

地震・津波の避難訓練も実施しました。 

 

    ＪＲの避難訓練(八幡踏み切り)              

 

 また、内閣府は稲むらの火の館で「準天頂衛

星システム実証実験」をされました。これは、

災害時人工衛星から災害情報(地震・津波等)、

危機管理情報(テロ等)、避難勧告などの情報を

送信するサービスです。まだ実用化はされてい

ませんがその実験をされたものです。 

 

 １１月５日午後５時から６時５０分まで、３

階ガイダンスルームにＮＨＫがラジオのスタ

ジオを特設して防災特別番組「稲むらの火を世

界へ」を放送されました。アナウンサーは今城

和久さん、ゲストは京都大学の奥村与志弘先生

とＮＭＢ４８の上枝恵美加さんで公開放送で

したので、町内の皆様等７０名位が聞き入りま

した。この番組は、国際放送として同時に全世

界へ向けて放送されました。 

 また、ＮＨＫの国際放送局はこの日「稲むら

の火の館」を取材され、これは映像で世界へ向

けて発信されました。 

 東京のラジオセンターも取材されました。 

 

 国連は、１１月４日の国連ニュースで「世界

津波の日」が取り上げられました。 

 日本の避難訓練のことを詳しく取り上げ、世

界へ向けて避難の重要性が伝えられました。 

  

 津波防災の情報が、広川町から世界へ発信さ

れた一日で、誇りに思います。 
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   稲むらの火の館   やかただより   

 

   濱口梧陵国際賞が制定されました 

 

 「稲むらの火」の１１月５日が「世界津波の

日」に制定されたのを機会に、「濱口梧陵国際賞」

が制定されました。 

 受賞式は東京で行われましたが、その受賞者

が１１月２日、稲むらの火の館へ来館され、祝

賀と歓迎の会を催しました。 

＜個人＞ 

１、首藤 伸夫氏(東北大学名誉教授・日本大学

教授) 

２、エディ・バーナード氏(アメリカ大気庁太平  

        洋海洋環境研究所前所長) 

＜団体＞ 

１、チリ共和国内務省国家緊急対策室オネミ 

 「稲むらの火の館」へは、エディ・バーナー

ド氏とチリ共和国オネミのオレジャーナ次官

の二人が来館され、館内見学と懇談会を行いま

した。 

***************************************** 

  「世界津波の日」関連新聞記事 

 １１月５、６日新聞各紙は、「世界津波の日」

関連記事を多

数掲載されま

した。第一面

記事や社説で

意見主張をさ

れたものもあ

りました。 

 テレビ・ラ

ジオも多くの取材陣が来られ、「世界津波の日」

の関心の高さが窺がえました。 

   平成２８年１２月号    第２面   

 

   「稲むらの火の館」多言語化 

 

 「世界津波の日」が制定されたのを機に、館

内の３Ｄ映画が多言語化されました。３Ｄ映画

には「稲むらの火」「その日、命を守るために」

「だから今 !」の３作品があるのですが、全て

が、英語、中国語、韓国語、フランス語、イン

ドネシア語の言葉で聞くことができるように

なりました。 

 また、館内の表示も多言語化の作業がすすめ

られています。現在、２階の説明は既に日本語

と英語の表示、スマートフォン等でＱＲコード

を読み込むと、中国語、韓国語、フランス語、

インドネシア語、スペイン語の案内から選べま

す。他の展示も順次改修されていきます。 

このように、外国からのお客様に理解を深め

ていただけるようになります。 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

   デジタルサイネージを配置 

広川町内名所等をＰＲする機器としてのデ

ジタルサイネージが配置されました。役場、稲

むらの火の館、観光案内所、広川ビーチ駅、男

山焼会館、ほたるの湯の６ヶ所です。 

＜稲むらの火の館の紹介＞

濱口梧陵記念館／津波防災教育センター

〒643-0071 住所 広川町広671

℡：0737-64-1760／FAX：0737-64-1761

http://www.town.hirogawa.wakayama.jp/inamurano

hi/

*開館時間：午前10時～午後５時（受付終了４時）

*休館日：月曜日・火曜日（祝日開館）

年末年始（12/29~1/4）

*記念館だけの入場は無料です。



 


